
令和３年予算特別委員会南野敬介議員質疑 
 

《新庁舎建設について》 

◆南野敬介議員 

まず、59ページの新庁舎に関しまして、庁舎建替問題対策特別委員会等もあって、実際始まって

いるので、そういったことは別としまして、今後懸念されます駐車場の問題等々をどのように考え

ているのかというのをお聞きしたいと思っています。 

第三次貝塚新生プランのほうでも令和 5年から駐車料金が発生、一応年間800万円ほど盛り込ま

れているということでありますので、その駐車料金の設定のこととか、どういうふうに警備という

か管理する方法とか、今の段階でもし決まっていることがありましたら教えていただきたいと思い

ます。 

 

◎総務市民部参与兼総務課長 

駐車場の管理につきましては、機械式の管制によります管理を予定しておるところでございます。 

それで、駐車場の料金につきましては、今後、無料時間の範囲でありますとか時間単位の料金に

つきましては、今後の検討という形になりまして、今のところはまだご説明することができない状

況でございます。 

 

◆南野敬介議員 

ということは、第三次貝塚新生プランで出てきた約 800万円という根拠は何なのでしょうか。 

何か基準になったのとかあるのですか。 

 

◎総務市民部参与兼総務課長 

参考にしましたのが、岸和田市の庁舎の有料駐車場の実績を基に、それで今回駐車場を有料にす

るエリアが新庁舎の周りだけではなく、保健・福祉合同庁舎でありますとか総合体育館、コスモス

シアター等の台数を引き合いに計算したものでございます。 

 

◆南野敬介議員 

機械で警備するということで、機械警備でもいろいろあると思うのです。 

バーでするとか、1台 1台、底に留めるものとか、今、ナンバープレートの写真を撮られて、ナ

ンバープレートを入力したら勝手に出られるなどということがあるので、その辺の費用対効果も含

めて検討すべきだと思うのですが、まだその辺具体的には何も決まってないと認識してよろしいで

しょうか。 

 

◎総務市民部参与兼総務課長 

こちらにつきましては、現在ＰＦＩ事業者のほうから提案を受けているやり方といいますのがバ



ー式でありまして、一部、南野委員おっしゃられるようなバー式ではない、車が止まるとタイヤに

反応するものでございます。 

それで、このあたりの方法につきまして、ＰＦＩ事業者からの提案を基に進めることとしており

ます。 

 

◆南野敬介議員 

分かりました。 

何がいいのかは、それぞれメリット・デメリットあると思うので、よく精査していただければと

思います。 

 

 

《せんごくの杜管理・整備について》 

◆南野敬介議員 

続きまして、61ページのせんごくの杜の管理や整備のところであります。 

先ほどの食野委員の質問で、イベントのときのキッチンカーというふうな質問がありました。 

それで、キッチンカーを何とか頑張ってという回答をいただいたのですが、実際問題、今ぱっと

思い浮かぶのは株式会社グルメ杵屋のキッチンカーがあるというのは私も知っているのですが、た

しか 1台しか持ってなかったと思うのです。 

その1台で全部、大きなイベントに対応できるのかというのはちょっと不安に思ったので、その

ほか何か想定しているところがあるのかどうかいお聞かせ願えますか。 

 

◎都市政策部参与 

株式会社グルメ杵屋はキッチンカーですが、キッチンカーでいいますと、クレープ屋がもう 1軒

あります。 

それ以外に、貝塚二色の浜ビーチ＆パークランのときにはテントを建てて、一部観光事業者も飲

食店で入ってもらっていることもあるので、それも含めて、どれを呼ぶかは、まだお客がどれだけ

来るか分からない状態なので、株式会社グルメ杵屋にしましても当日のスケジュールもあると思い

ますし、それを含めて総合的に考えていきたいと思っております。 

 

◆南野敬介議員 

せんごくの杜整備事業のところで、せんごくの杜周回路伐採事業で 350万円ほど計上されていま

す。 

これは多分、我が会派の代表質問で真利議員が言っていた、ランニングとかができる 4キロメー

トルのところの周回コースと理解してよろしいですか。 

 

◎政策推進課参事 

今ご質問ございましたとおり、周回する遊歩道の整備ということで 4.2キロメートルを目指して

進めていくというところで、その中で、里山保全エリアなど一部分につきましては樹木等に覆われ



ておりますので、そちらの部分のちょっと支障となるような樹木等の伐採費用を見込ませていただ

いております。 

 

◆南野敬介議員 

その周回コースの中で、例えば今株式会社ＰＡＬＴＡＣが独自で道路整備とか全部やってくれて

いるというふうに先ほどの質問の中で出てきましたが、そこも含まれたりはしていますか、そのエ

リアも。 

 

◎政策推進課参事 

株式会社ＰＡＬＴＡＣの整備していただくのが産業・流通エリアという部分になるのですが、そ

ちらの部分につきましては、株式会社ＰＡＬＴＡＣのほうで周回遊歩道となる部分を施工していた

だきますので、その費用は含まれておりません。 

 

◆南野敬介議員 

 費用というか、周回コースという部分では含まれているのかということです。 

 

◎政策推進課参事 

周回コースに含まれております。 

 

◆南野敬介議員 

その下に、万博の桜植栽事業準備というのが予算で立っているのですが、この事業について少し

説明いただけたらと思います。 

 

◎政策推進課参事 

この万博の桜の植栽事業ということで、この事業につきましては、大阪府が設立しました万博の

桜 2025実行委員会というのがございまして、委員長に建築家の安藤忠雄氏がされております。 

その2025年の大阪・関西万博開催の機運の醸成を目的としまして、大阪府民や企業から2,025本

の桜を植樹しようということで寄附を募っておりまして、それを協力できる自治体や企業等が植栽

するというような事業になっており、貝塚市において 100本を植栽する計画にしております。 

 

◆南野敬介議員 

100本ですね。 

それは、今年度こうして事業がついているから、今年度中にも植栽するということで理解してよ

ろしいでしょうか。 

 

◎政策推進課参事 



令和3年と 4年の2箇年で整備を予定しております。 

 

◆南野敬介議員 

 2箇年ということでしたら、100本、100本ということの 200本と理解したらいいのか、50本、

50本の100本と理解したらいいのか、その辺教えてください。 

 

◎政策推進課参事 

すみません。来年度につきましては 45本、令和4年度につきましては 55本を予定しております。 

 

◎都市政策部長 

この事業は、貝塚市が実行委員会に協力するということで手を挙げております。 

貝塚市は、先ほどご答弁申しましたとおり 100本です。 

この財源としましては寄附金を実行委員会が募っておりまして、それを財源に充てると。 

植えるお金と、向こう10年間の維持管理費を含めて 1本当たり13万3,000円を貝塚市に頂ける

と。本市はそのお金の範囲内で植えて、10年間の維持管理をしましょうということで、実行委員会

から本市には 1,330万円のお金が入ってくる予定となっています。 

ただ、今現在、寄附が全て集まっておりませんので、もしかしたら減額になるかなと。 

先ほど横井政策推進課参事が申しましたとおり、今年の分、45本につきましては、桜を植えるの

は大体、年明けです。 

2 月か 3月に植えるのですが、その時点で入ってなかったら、入ってきた分に相応する分だけを

植えさせていただくということを考えています。 

 

◆南野敬介議員 

ありがとうございます。意味もあるということですよね。 

そうしたら、前もあったと思うのですが、せんごくの杜のどこかのエリアに 100本並んで植栽す

るということで理解したらいいのですか。 

 

◎政策推進課参事 

100 本につきましては、せんごくの杜の中の主に里山保全エリアとか、今現状もともと市道せん

ごくの杜線というのがございますので、ロータリーから森の小径までの道の沿道沿いとか、あと、

ドローンフィールド、クリケットフィールドの中とかも植えていきたいと考えております。 

 

◆南野敬介議員 

続きまして、63ページの同じくせんごくの杜の中で、来訪者駐車場整備で約 560万円が計上され

ております。 

これは、せんごくの杜のどの辺りに来訪者向けの駐車場を整備しようとしているのか、教えてく

ださい。 

 



◎政策推進課参事 

このせんごくの杜来訪者用駐車場につきましては、現在はちょっと形が変わっているのですが、

大阪府道のところのちょうど接するところにロータリーがございましたので、そのロータリーを現

在開発の工事の関係で、ロータリー形状ではなくて、Ｔ字形状になる予定になっておりまして、も

ともとバス停があった位置がございます。 

あの辺りに、この来訪者用の駐車場ということで、障害者の方のスペースも含めまして 18台、20

台程度を予定しております。 

 

◆南野敬介議員 

その駐車場については有料でしょうか、無料でしょうか。 

 

◎政策推進課参事 

現在のところ、無料で止めていただくようなことで考えております。 

 

 

《聖火リレーについて》 

◆南野敬介議員 

続きまして、65ページのホストタウン事業の中の聖火リレーです。 

聖火リレーがどうなるかということもあると思うのですが、今年 4月 14日に一応実施予定と聞

いておりますが、現段階で、その聖火リレー、どのような形で取り組もうと考えているのか、教え

ていただきたいと思います。 

 

◎政策推進課参事 

この 4 月 14 日といいますのは、大阪府で実施される聖火リレーの 2日目ということになります

ので、聖火リレー自体は 3月25日から福島県で全国的にまずスタートいたします。 

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会からも新型コロナウイルス感染症の状況

を勘案しながら検討されてきましたが、今のところ、まず福島県のスタートはされると伺っており

ます。 

それに応じて、大阪府もおおよそ1箇月前には判断をして、まず大阪での聖火リレーの実施はそ

のまま予定どおり実施されるということで今のところは決まっております。 

ルート等についても、去年の 4月に実施する予定だったルートのままで予定しております。 

 

◆南野敬介議員 

それで、懸念されるのが、新型コロナウイルス感染症の影響で観衆というか沿道で応援される方

の対策をどうするかということになると思うのです。 

これはどんなイベントでもそうだと思うのですが、今回、聖火リレーが実施されるということに

なった場合の対策は何か考えているのでしょうか。 



 

◎政策推進課参事 

聖火リレーの実施における新型コロナウイルス感染症対策については、東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会組織委員会のほうからも新型コロナウイルスの感染、この対策のガイドライン

が示されております。 

本市におきましても、そのガイドラインを守りながらといいますか、そこもやはり聖火リレーを

せっかく実施するのに無観客でできない、やはり聖火リレーの理念からいいますと、新型コロナウ

イルスの感染予防の対策を講じながら沿道に来ていただくなり、インターネット中継等で見ていた

だくということを言われておりますので、本市としても積極的に沿道に出てきてくださいとはちょ

っと言えないのですが、出てきていただいた場合は、マスク着用、大声を出さないで拍手等での応

援、あるいは密にならないように適切な距離を取りながらの応援であったり、もっと言うならば、

インターネットでのライブ中継もありますので、沿道に出てこないで、おうちでゆっくり応援する

とか、そういった事前周知もしながら、当日につきましては、沿道整理員の促しで、そういったと

ころを守っていただくようにしていきたいと考えております。 

 

 

《ホームページ運用管理について》 

◆南野敬介議員 

この先、各地で先行してやっているところがあると思うので、いろいろまた参考にはできるかな

と思っています。 

69ページ、情報発信推進事業のホームページ運用管理についてですが、実は先日、一昨日ぐらい

に、新型コロナウイルスワクチンの接種の考え方というか、国から示されているものとかがホーム

ページに載りました。 

それで、ふと気がついたのですが、夜になったらそれが閲覧できなくなったのです。 

昨日の昼間にこっち側に来たら、また閲覧できるようになったということです。 

フェイスブックとか私たちリンク貼って、そこから行ったら、夜中はそれが閲覧できないと。 

何か今まで見たことないような表示が出たりしたのですが、これは何かトラブルになっているの

か、いや、そういうふうなシステムになっているのか、どうなのでしょうか。 

 

◎情報統計課長 

ちょっと今、南野委員からご指摘されたところの認識はございませんでして、ホームページにつ

きましては 24時間公開されておりますので、夜になったら見られなくなるとか、時間的に見られな

くなるというのは基本的にないのですが、ただ、サーバーの障害であったり、そういった障害の内

容で一時ページが表示できないということはあるのですが、そういった場合、委託業者から、こう

いうふうに夜中の何時に障害があって、一時サービスが止まりましたという情報提供があるのです

が、先ほど南野委員ご指摘のページというのは新型コロナウイルス感染症のどういうページか、ち

ょっと教えていただけないでしょうか。 

 

◆南野敬介議員 



だから、新型コロナウイルスのワクチン接種とさっき言ったと思うのですが、ワクチン接種のこ

とを書いたページです。 

それをスマートフォンで見たら、昼間はスマートフォンでもちゃんと見られたけど、夜になった

らそのページ、例えば私たちのフェイスブックのページで、そこをリンクしているところを押した

ら見れますでしょ。 

それが夜から明け方にかけて見られなかったのです。 

私、何か間違ったのかなと思ったが、昼間、ここへ来てみたら見られたと。ほかの議員に聞いた

ら、「そうだよね、夜中、見られなかったわ」と言う議員も何人かいたので、新型コロナウイルスの

ワクチンのことは大切だから、そんなん時間設定していたらだめだろうと思ったから質問している

のですが、何かトラブルあったのかと。 

 

◎情報統計課長 

数日前に健康推進課のほうから新型コロナウイルス感染症の予防接種のご案内のページというの

があったと思うのですが、今、南野委員がおっしゃっている一時表示できなかったのは予防接種の

ページということであれば、ちょっと認識がございまして、その当日公開したのですが、その後、

ちょっと一部修正がございまして、リンクのＵＲＬが変わりましたので、ひょっとすると南野委員

が最初リンクを登録されたときから一部内容を修正したときにＵＲＬのほうがちょっと変わってし

まったということがありまして、そのページであれば、そういう事象は把握しておりますので、ち

ょっと説明させていただきました。 

 

◆南野敬介議員 

いや、そうじゃない。 

私がフェイスブックに貼り付けたところを押して見られたのが、一昨日の昼間見られて、一昨日

の夜は見られなくて、昨日の昼は見られたのです。ＵＲＬは変えてないです。私がフェイスブック

にリンクしているので。 

 

◎情報統計課長 

ちょっと説明不足で申し訳ございません。 

南野委員がフェイスブックにリンクを貼ったときのＵＲＬがございました。 

そのときは、きちんと閲覧できる状態になっていたかと思います。 

その後、ちょっと一部ページを修正したときに、ＵＲＬがこちらの事情でちょっと変更になって

いるという事象がございまして、一時、そのためにページが見つからないというような状態になっ

ているかと思います。 

それをちょっと気づきまして、翌日早朝、こちらでＵＲＬを元どおり戻したので、リンクが元ど

おり見えるようになったところで、申し訳ございませんでした。 

 

 

《市制 80周年記念事業について》 

◆南野敬介議員 



そういうことなの。修正したら、それはそうですね。 

でも、ちょっと新型コロナウイルス感染症の関係で、結構皆さん注目していることなので、ここ

はそういうことのないように、今後、気を付けなかったら、やはり皆さん心配でいろいろ調べます

ので、そこだけはしっかりと対応していただきたいと思います。 

71ページの市制施行80周年記念事業です。今年 100万円の一応予算を組んでいます。 

記念ロゴデザイン作成とか書かれているのですが、記念ロゴデザイン作成を含めて、今年 1年間

で具体的にどんなことを計画しているのか、教えていただけますか。 

 

◎政策推進課参事 

令和 5年 4月の新庁舎のグランドオープンと令和 5年 5月 1日の市制施行 80周年を迎える、そ

こまでの準備として、まず令和3年度は、それに向けたどういう事業をしていくのかを一緒に考え

ていく実行委員会等を設立しまして、そういった中で、どういった取組みをするのか、それ自体も

考えていくということを考えております。 

今、南野委員がおっしゃっていただきました一般委託料の中でロゴ等の作成についての費用を上

げさせていただいていますが、これは今の仮定として、そういったことも周知、事前の盛り上げる

ための事業の一つにしていいかなということで仮に上げているということですので、決まったもの

ではございません。 

ただ、実行委員会の中には市民のまちへの愛着や誇りが高まる記念事業を実施できるように、市

民にも参画いただいた実行委員会の立ち上げとなっていくように進めていきたいと考えております。 

 

◆南野敬介議員 

実行委員会を組織してと今お答えいただきました。 

その実行委員会はどのような時期にするというのがもう決まっているのか、またその実行委員会

の対象というか、そういうのももう想定されているのか教えてください。 

 

◎政策推進課参事 

はっきりと明確な時期ということではないですが、仮定として、秋頃には必ず実行委員会を立ち

上げられるようには準備してまいりたいと考えております。 

あと、メンバーとか構成というものにつきましても、今でしたら市民の方が参画いただいている

まちづくり推進委員会等ございますので、そういったメンバーの方にご協力いただいたりというこ

とも考えております。 

 

 

《人権行政について（感染症対策条例の制定について）》 

◆南野敬介議員 

具体的には秋をめどということですので、それまでにまた何か分かりましたら教えてほしいと思

います。 

77ページ、人権行政のところ、全般になると思うのですが、まず、新型コロナウイルス感染症に

関連して、本会議の代表質問で新型コロナウイルス感染症に関する条例をという質問をさせていた



だきました。 

藤原市長のほうから、三重県みたいに感染症という広い意味で検討するのだったら検討しないと

いけないかなというお答えをいただいたところです。 

確かに藤原市長のおっしゃるとおりで、新型コロナウイルス以外にもこれからどんな感染症が起

こるか分からない。 

その都度その都度、やはりその感染者に対する人権を守らないといけないという視点では、間違

いなく藤原市長の言っているとおりだと思っています。 

それで、新型コロナウイルス感染症に話を戻したら、昨日の時点では 300人をとうとう超えてし

まったということで、残念ながらお亡くなりになった方も身近でもいらっしゃいますし、切実なそ

ういった感染者の対応といいますか、周辺を気にする気持ちとか、そういったのはひしひしと我々

にも伝わってきていると思います。 

今後、本会議でご答弁いただいたように、感染症というくくりで、やはり条例という形で市民を

守ると、人権を守るということが、今すぐなんて、とてもではないができないとは思うのですが、

将来的にそうやって貝塚市で条例をつくってアピールするというのは大事だと思うので、その辺の

お考えをもう一度お聞かせ願えますか。 

 

◎藤原龍男市長  

本会議でご答弁をさせていただいたように、私は早ければ令和 3年度中に条例ができるように取

り組んでいきたいと思います。 

人権の皆さんの審議会等がありますので、その日程等もありまして、市だけでできるということ

ではないので、審議会の先生方のご審議を経てやっていきたいと考えています。 

 

 

《人権行政について（パートナーシップ宣誓制度について）》 

◆南野敬介議員 

令和3年度中、審議会ということでいただきましたので、これはこれで進めていただきたいと思

います。 

引き続いて、人権行政のところで、事務報告書の 15 ページです。昨年 9 月に貝塚市もパートナ

ーシップ宣誓制度がいよいよというかスタートしていただきました。 

ここに書いていますように、現段階で 2組の宣誓者がいるということでご報告いただいておりま

す。 

今後、このパートナーシップ宣誓制度の啓発の在り方とか気軽に、気軽にという言い方が正しい

かどうかは別として、パートナーシップ宣誓制度を利用していただくような仕組みというか啓発方

法というか、その辺何かお考えがあるのか、お聞かせ願えますか。 

 

◎人権政策課長 

パートナーシップ制度の宣誓者につきましては、事務報告で 2組となっておりますが、おかげさ

まで今年も今現在、もう 1組宣誓がございまして、合計3組となっております。 

また、制度の周知啓発につきましては、昨年8月において概要を掲載したり、12月にも宣誓の方

の第 1号がございましたので、そこらで広報紙に掲載したりしております。 



また、周知用チラシを作成し、庁内の窓口や市の公共施設への配架とか、ホームページにも当然

詳細を掲載しております。また現在、ポスターがちょうど出来上がりましたので、そういうので周

知を行っていきたいと考えております。 

それと、特に、以前にも行っていたのですが、研修やセミナーとかを行って、市民の方とか職員

の研修などにつなげて理解を深めていくように、引き続き周知啓発に努めていきたいと考えており

ます。 

 

◆南野敬介議員 

啓発といったら、チラシを作ってまくとか、ホームページでするとかしかなかなか思いつかない

のは思いつかないとは思うのですが、チラシについても兵庫県宝塚市だったら小さい名刺サイズで

啓発用のチラシみたいなのを作ったりしている創意工夫した取組みが必要かというふうに思うの

です。 

その辺一つ聞きたいのと、市でイベントがいろいろ講演会とか、市民の皆さんに呼びかけて来て

いただくイベント等もあると思いますので、そんなときにチラシとかそういったグッズというので

すか、そういったのを配布するというのも一つの方法ではないかと思うので、その辺、お考えいか

がでしょうか。 

 

◎人権政策課長 

ひと・ふれあいセンターでＬＧＢＴの研修とかございましたので、そういうときにもチラシを置

いていただいたり、今後もそういうことをしていきたいと思っております。 

 

◆南野敬介議員 

具体的な話はまたいろいろと考えていただいたらと思います。 

ちょっと私もいろいろ調べていたのですが、パートナーシップ宣誓制度ができて、貝塚市の条例

とか規則で、この宣誓を受けた方がそれの対象になるかどうかを一遍調べてみたら、多過ぎてなか

なか私もちょっとよく分からなかったのですが、特に、例えば職員の介護休暇とか特別休暇、また

会計年度任用職員の休暇の日数で、配偶者がもしお亡くなりになったら何日というのがあるのです

よね。 

介護だったら何日というのがあるのです。 

その配偶者のところで、パートナーシップ宣誓をされた方が対象になるのかならないのか、その

辺お聞かせ願えますか。 

 

◎人事課長 

最初にパートナーシップ宣誓のお話がありましたときに、我々も当然職員がということは考えま

した。 

そのときには規定上は配偶者とかという表現にはなっているのですが、パートナーシップを宣誓

した者については対象にするという基本的な考えではおります。 

 

◆南野敬介議員 



これから職員の中でも宣誓する方も出てくるとは思うのですが、そういったところで、あと、ち

ょっと私も全部よう見られてなくて申し訳ないのですが、そのほかの条例で、パートナーシップの

宣誓をした方が、それで何か利用できる、また逆に、ちょっと宣誓者が対象にならないということ

があるのか、ないのか。 

これは今すぐ多分ぱっと思い浮かばないと思うので、また今後、それぞれの課も含めて調査とい

うのですか、管理する条例というか、その課が把握している条例でそういったことがないのか一遍

調べていただきたいと思うので、もう既に調べているのなら調べているとお答えいただいたらいい

のですが、その辺どうでしょうか。 

 

◎総務市民部参与兼総務課長 

実際、今の段階で、配偶者の位置づけとパートナーシップで宣誓された方の兼ね合いというので

条例の規定上どのようになっているかというのをお答えするのを持ち合わせておりませんので、そ

のあたり、ちょっと調べた上で、またご報告させていただきたいと思っています。 

 

◎人事課長 

先ほど守行総務市民部参与兼総務課長からあったのですが、人事の分につきましては、ちょっと

私も調べたところがありまして、他市、例えば大阪府も当然しておりますが、職員の規定上、明確

にそのような規定が書かれてなくて、あと、ほか、先行しています東京都渋谷区とか世田谷区はパ

ートナーという表現があったりします。 

職員につきましては、市民に限っていないところがありますので、大阪府で宣誓すれば大阪府内

にお住まいの方は対象にできるかと思うのですが、例えば和歌山県、兵庫県というところであれば、

パートナーという表現を取ってしまうと、なかなか適用しにくいところがありますので、人事の分

につきましては、当面運用でさせていただいて、しかるべきときに例規の整備をと考えております。 

 

 

《町会加入促進用ごみ袋配布について》 

◆南野敬介議員 

分かりました。それで、そのしかるべき時期が来たら、お願いします。 

81ページ、町会活動支援事業の加入促進用ごみ袋配布のところです。これも本会議でお答えいた

だきました。分かりにくかったので、ちょっと確認をしたいと思っています。 

アンケートを実施して、今後検討したいということは、これ、非常にありがたいと、是非してい

ただきたいと思うのですが、今回、この予算をつくるにあたって、我々はシールでどうでしょうと

提案をずっとしているのですが、この次の予算について、町会連合会に相談されたのかどうかとい

うのをお聞きしたい。この間の答弁では、ちょっとその辺が分かりにくかったので、教えていただ

けますか。 

 

◎広報交流課長 

来年度の分につきましては、まだ幹事会では諮っておりませんので、今後、諮っていくという形

になります。 



 

◆南野敬介議員 

ということは、まずアンケートがあって、アンケートしますよということは了解もらって、その

後、その結果を受けて相談するということで理解してよろしいですか。 

 

◎広報交流課長 

南野委員おっしゃるとおりでございます。 

 

 

《特殊詐欺対策機器設置等について》 

◆南野敬介議員 

ありがとうございます。そうしたら、その方法で進めてください。 

あと二つだけですので、いってしまいます。 

続いて、83ページ、特殊詐欺対策機器設置等ということで 16万 5,000円が入っています。 

この事業の概要を教えていただけますか。 

 

◎危機管理課長 

こちらの事業につきましては、警察や消費者庁等が収集した迷惑電話の電話番号をデータベース

化をして、迷惑電話を自動で判別して着信拒否をする特殊詐欺対策機器を市のほうで購入し、65歳

以上の高齢者に貸与することにより、特殊詐欺被害を未然に防止しようとする事業であります。 

機器につきましては、平成 29年度、平成 30年度で合計 60台購入し、これまでの貸出台数は 37

件となっております。 

令和3年度の予算では、10台分の設置に係る委託料を算定しております。 

 

◆南野敬介議員 

60台のうちの 37台ということで、これについて、未来永劫貸し続けるということになるのか、

年限を半年とか 1年とか決めてするのか、その辺だけ教えておいてもらえますか。 

 

◎危機管理課長 

こちらの機器につきましては、1年ごとに更新をしております。 

データベースの利用料というのが 1年目は無料になるのですが、2年目から年間で 5,180円かか

ってきますので、それの支払いのこともありますので、更新するかどうかというのは 1年ごとに確

認しているところです。 

 

 

《防犯カメラ設置について》 



◆南野敬介議員 

あと、最後ですが、同じページの防犯カメラ設置です。 

200万円出ていますが、これ、以前、我が会派のほうからもいろいろ質問させてもらっているの

ですが、市の補助を受けて町会が設置している防犯カメラで、何か事が起こったときに、そのカメ

ラを見たいと、確認したいというときにも、なかなか町会独自では見られないと。 

警察の許可が必要だということが言われてきました。以前にも質問で、そういった状況になった

ときに、警察と協議して、町会でも見られるように対応を検討するというお答えをいただいていた

ので、今現時点での検討結果といいますか進捗状況について教えてください。 

 

◎危機管理課長 

こちらの質問につきましては、警察と協議を行いました。 

どのような場合に画像を閲覧するかということにつきましては、最終的には設置者の判断による

ということでありました。 

したがって、市のほうの補助要件で作成することになっております町会・自治会の防犯カメラ管

理運営規程、こちら、市のほうでひな形を示しているのですが、それを修正して、これまで補助を

活用して防犯カメラを設置してきた町会・自治会に説明を順次行ってきているところです。 

これまで説明を終えたところの中で、3町会から規程を変更したという報告を受けております。 

 

◆南野敬介議員 

 となったら、今既に各町会に順次説明しているということは、タイムラグがあったとしても、ほ

ぼ今年度中、令和 2年度中ぐらいには設置している町会に行けるのか、もうちょっと時間かかるの

か、その辺を教えてくれますか。 

 

◎危機管理課長 

これまで補助を使って設置してきたところが 40町会ありまして、あと12町会がまだ残っていま

すので、こちらについては急いで説明を行っていきたいと思います。 

 

 

《住民基本台帳事務について》 

◆南野敬介議員 

91 ページのまず住民基本台帳事務の委託料の出張サービス業務、これが約 356 万円出ています

が、これは今、各町会とかに行っている出張登録みたいな感じで使われると理解してよろしいので

しょうか。 

 

◎市民課長 

 南野委員おっしゃるとおりでございます。 

 



◆南野敬介議員 

 これは何箇所分を想定しているのか教えてください。 

 

◎市民課長 

こちらにつきましては、一月 6回の出張サービスとか出前のサービス分を事業者に委託する前提

での金額になっております。 

 

◆南野敬介議員 

 一月6回で、そうしたら 12掛けたら 60回以上するということ、希望があればそれぐらい確保し

ているということでよろしいですか。 

 

◎市民課長 

 予算では、6回掛け 72 回分を計上いたしまして、そのように行っていきたいと考えております。 

 

 

《住民票や戸籍謄本などの不正請求を抑止するための登録型本

人通知制度について》 

◆南野敬介議員 

あと基本台帳と、下の戸籍事務に関わることになるかも分かりませんが、事務報告書の 44 ペー

ジ、本人通知制度のことでお聞きしたいと思います。 

令和2年中の事前登録者数が 1年間で 27件で、通知したのが 57件とあると思うのですが、過去

二、三年、分かる範囲で、通知件数は別で、登録者数は何件あったかというのを教えていただけま

すか。 

 

◎市民課長 

過去3年分、平成30年度末時点では 369件、累計で登録者数ございました。 

令和元年度末で421件ございました。 

令和2年度の 2月までで、今 463件ございます。 

 

◆南野敬介議員 

ちょっとずつ増えているということかな。 

平成 30年度から令和元年度は 60件ぐらい増え、100件はいかないということで、今合計が令和

2年度の2月末で463件で分かりました。 

これ、いろいろ提案させてもらって使い勝手のよいようにということで、私、議員になってから

いろいろと質問もさせてもらったのですが、実は、先日でしたか、八尾市のほうで、お聞きになっ



ているとは思うのですが、この登録の人口に占めるパーセンテージが 10％を超えたと聞いていま

す。 

これってかなり高い確率の登録者数なのです。全国的にも高いと言われています。 

何でこんな10％もいけたのかといったら、地道な啓発と、至るところで勧誘といいますか案内を

して、そこで手続きをしてもらうというふうなことで、地道に積み重ねたのが 10％を超えたという

ことであります。 

戸籍を第三者に本人が知らない間に取られるのを防ぐというか、通知で分かるという制度ですの

で広く進めていただきたいと思いますが、今後の数を増やすための施策というか、何かお考えにな

っていますでしょうか。 

 

◎市民課長 

今現在、広報紙ですとか人権を守る市民のつどいの際にティッシュを配ったりさせていただいて

おります。 

また今後もこのように掲載、ティッシュ等の配布をしていきたいと思いますが、それ以上のとい

うことでございますので、また検討してまいりたいと思います。 

 

◆南野敬介議員 

例えば、八尾市の方に聞いたのですが、マイナンバーの申請時に、申請するときに併せて、こん

なこともあるのですよということを説明して併せて申請していただくと、10 分ぐらいの話ですの

で、したりだとか、転入された方にこういった制度がありますと窓口で説明すると、一つ一つ丁寧

にしていくと、婚姻届が出されたときに説明する、そしてまたそういった市のイベントでブースを

設けてするということで 10％を超えたとありますので、市民にとって自分のプライバシーを守る

という意味で大事なことだと思いますので、是非その辺も検討していただきたいと思うのですがい

かがでしょうか。 

 

◎市民課長 

八尾市は約 8％、ほかの市は 1％以下ということで、令和 2年 3 月末時点で本当に飛び抜けてお

りましたので、今お聞きしましてそういったやり方もあるのかと私もちょっと思った次第でござい

ますので、そういった機会も含めて今後検討してまいりたいと思います。ありがとうございます。 

 

 

《期日前投票所増設について》 

◆南野敬介議員 

95ページの期日前投票所で、まちの駅かいづかに増設するということで 89万円計上されていま

す。この 89万円でどんなことができるのか、まず教えていただけますでしょうか。 

 

◎選挙管理委員会事務局次長 

委託料の期日前投票所の 89万円ということでよろしいでしょうか。これにつきましては、期日前



投票所をまちの駅かいづかに増設するに当たりまして、期日前投票所のシステムを新たに導入する

必要がございますので、その初期費用として 89万円を計上しております。 

 

◆南野敬介議員 

 システム導入というのは、パソコンを入れたりということしか思い浮かばないのだが、そんな感

じで思っていたらいいですか。 

 

◎選挙管理委員会事務局次長 

このシステムにつきましては、名簿対照に必要なシステムということでございます。 

 

◆南野敬介議員 

 となると、期日前投票をする期間はそこにあったらいいとは思うのですが、ふだんはそうしたら

どういうふうにそのシステムを管理されるのですか。 

 

◎選挙管理委員会事務局次長 

 期日前投票所のシステムに必要な機材としましてレンタルのパソコン2台を想定しておりますの

で、その都度レンタルしてセットアップするということを考えております。 

 

◆南野敬介議員 

 となると、今後、期日前投票が、この後、市長選挙とか、そしてまたその次でいったら、市議会

議員選挙かな、参議院議員通常選挙かな、その都度、その都度この費用がかかってくると思ってい

たらいいですか。 

 

◎選挙管理委員会事務局次長 

今回の 89 万円というのはシステムを導入するにあたってのシステムの初期費用も含んでおりま

すので、2回目以降はセットアップ料のみとなります。すみません、その額ですが、市長選挙……。 

 

◎選挙管理委員会事務局長 

市長選挙以降につきましては、期日前投票所のレンタルパソコンのセットアップ料として 11 万

円がかかってくる形になります。 

 

 

《拡大地域ケア会議について》 

◆南野敬介議員 

102ページの社会福祉総務費全般に関わることで、何を聞きたいかというと、本会議の代表質問



でも言いました拡大地域ケア会議についてです。 

105ページのコミュニティソーシャルワーカーの配置事業にも関わってくるかとは思うのですが、

まず、代表質問で質問させていただきまして開催状況などをお聞きしました。 

ざっと計算したら60箇所ぐらいが、1箇月とか2箇月に1回とか、不定期に開催されているとい

うことでした。 

逆に言ったら開催されてない地域もあると認識したのですが、やはりこの拡大地域ケア会議、市

政運営方針にも書かれていた内容ですので、市としても重要な施策の一つだというふうに取り組ん

でいると思うので、その開催されていない地域に対するアプローチをどのように考えているのか、

まずお聞かせいただけますか。 

 

◎福祉総務課長 

令和2年度、初めて20箇所を当初から増やしたという取組みになっております。 

その20箇所を増やして、あともう少し今年度も来年度も増やしたいと思っているのですが、いか

んせん民生委員・児童委員が不在の地域もございます。 

町会長にお伺いしに行って民生委員・児童委員も出してくださいというお願いもしているのです

が、地域によると働き盛りの人ばかりで受け手がないと言って受けてもらえないというような地域

もあります。 

だから、例えば、今、63箇所しているのですが、町会連合会に入っているのが 101町会ございま

すので、少なくともあと40ぐらいは増やしたいと思っているのですが、なかなかそういう事情で開

けない地域があります。 

それが今、一番の課題としております。今後、そのことについて、どうしたら増やしていけるの

か、これから考えさせていただきたいと思います。 

 

◆南野敬介議員 

今の回答でいうと民生委員・児童委員の方がキーパーソンというふうに聞こえたのですが、実は

これこそＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）の仕事ではないのか思ったりもするのです。 

民生委員・児童委員はいってもボランティアですからね。 

ボランティアにそこまで、民生委員・児童委員がいないからこれができないというのは私は違う

ような気がするのですが、その辺の認識はいかがですか。 

 

◎福祉総務課長 

申し訳ございません。拡大地域ケア会議というのは、やはり民生委員・児童委員の方が主役で、

三位一体、地域包括支援センターと、社会福祉協議会のＣＳＷと、民生委員・児童委員というふう

に事務局としては考えております。 

しかし、今、南野委員がおっしゃられたように、ＣＳＷというのは民生委員・児童委員がいらっ

しゃらない地域でも活動しますので、その辺も社会福祉協議会のほうに協力を求めて、どのように

フォローしていくのかを一緒に考えていきたいと思います。 

 

◆南野敬介議員 

何で私がそこで民生委員・児童委員ではないでしょと言ったかというと、やっぱり民生委員・児



童委員の方の負担が大きいからなのです。 

言うように民生委員・児童委員が出ていない地域ももちろんあります。 

何で出ていないかといったら負担が大きいからなのです。 

成り手がないというのもあるでしょうし、高齢化という問題も、いろんな条件が重なっていると

は思うのですが、ただ、この拡大地域ケア会議というのは、やはり高齢者の見守り、障害者の見守

りのためにはなくてはならない会議の一つだと、取組みの一つだと私は思うのです。 

そういった意味では、民間のボランティアの民生委員・児童委員を主に置くのではなく市が主体

性を持ってやれる、また、ＣＳＷに補助を出しているというのであれば、そのＣＳＷがキーになっ

て、それぞれ－－それは1人のＣＳＷが何件も持たないといけないことになるのかも分からないで

すが、やっていくほうが、今できていないところをやろうというのであれば、そのほうが早いとい

うか効率よくできるのではないかと思うのですが、それが正しくないというのでしたら正しくない

と言ってくれたらいいのですが、その辺どうですか。 

 

◎福祉総務課長 

一応、民生委員・児童委員の成り手不足で、一番私たちが認識、またこれも民生委員・児童委員

協議会のほうでも共通の認識なのですが、地域の何かボランティア的、福祉的なことは全て民生委

員・児童委員に係ってくると。 

それでは民生委員・児童委員の成り手もないだろうと、負担が多過ぎるだろうということで、逆

に民生委員・児童委員には、拡大地域ケア会議に出ていただいたら、民生委員・児童委員が本来す

る仕事だから、それ以外というのは逆に整理できるのではないかという発想もあるのです。 

ただ、今、南野委員が言われましたとおり、いないところをどうするのかというのがやっぱり主

のご質問ですので、そちらについては社会福祉協議会のＣＳＷがどういうふうにこれからそういう

地域を動いていくかというのも連携した上で考えていきたいと思っております。 

 

◆南野敬介議員 

分かりました。やり方はいろいろあろうかと思います。 

例えば民生委員・児童委員が主体となっているところもあってもいいでしょうし、地域包括支援

センターがしているところがあってもいいであろうし、やっぱり貝塚市内で課題を見過ごさない、

その視点が私は一番大事だと思うので、いろんな方法でまたしていっていただきたいと思っていま

す。 

それで、代表質問の中でも入れました、令和 2年では実務者会議－－集約する会議でしょうね－

－が年 2回開催の予定だったのですが、新型コロナウイルス感染症で開催できなかったというご答

弁をいただきました。 

確かに我々の地域でも貝塚市でもいろんなイベントが中止になったり、会議が中止になってきま

したが、そんな中でいろんな会議の持ち方が確立されていったのも事実です。 

例えばＺｏｏｍ会議、市でも他市との会議はＺｏｏｍでしたりいろいろしていますので、そうい

った方法で情報共有をしておかなければ、やはり課題の解決にならないと違うかということです。 

できてなかったものは仕方がないので、今後、このコロナ禍でこの実務者会議をどのように進め

ていくのかをまず教えていただきたいと思います。 

 

◎福祉総務課長 



今、南野委員がおっしゃられたようにＺｏｏｍ等いろいろ、最近、新型コロナウイルス感染症に

対する対策というのもしっかりしてきました。 

密を避けてある程度大きい場所で、広く場所を使うのだったら影響ないだろうということもだん

だん分かってきましたので、早急に年度が明けたら実施に向かって動きたいと思っております。 

 

 

《発達障がい者支援について》 

◆南野敬介議員 

続いて、108ページの障害福祉のところで聞いていいのか、その後の児童福祉のところで聞いて

いいのか、ちょっと分からない。発達障害のことで、これも昨年 12 月に質問させていただきまし

た。 

私としては市全体、児童だけではなく、やはり生まれてから成年、高齢になってからも発達障害

ということがあるので、この障害というところで聞きたいと思うのですが、全般的な質問を 12 月

にさせてもらったときに、やはり子どもを中心に貝塚市は考えているのかなというイメージを、私

としては受けたのです。 

ただ、子どもだけではなく、成人してからも発達障害という診断をされる方もたくさんいるとい

う大前提で、ここで質問させてもらいたいと思っています。 

あのとき当事者に切れ目のない支援が必要だということで、支援策はどうかということでお聞き

しました。 

その当事者からしましたら、やはり子ども中心だなと、そういった声もいただきましたので、生

まれてから、赤ちゃんから亡くなるまで発達障害というのはあるものだという前提で、その支援策

を何か、窓口、ここに行ったら確実に分かるというのが要るのではないかということで提案させて

もらったと思うのですが、当時の回答ではやはりまだまだそこまでいってないという回答をいただ

いたのですが、その支援する必要があるという認識を改めてお聞かせいただきたいと思います。 

 

◎障害福祉課長 

発達障害につきましては、12月のときにもご答弁させていただいたように、知的障害のある方に

ついては療育手帳を、知的障害のない方については精神障害者保健福祉手帳を取得され、その手帳

に基づいた支援を障害福祉課のほうでさせていただいているところでございます。 

 

◆南野敬介議員 

手帳を交付されている方は、それでいろんな支援の方策がある、ないはよく分かっています。 

いわゆるグレーゾーンというところです。 

手帳が交付されるか、されないかでも診断されるという方もいらっしゃいますし、手帳の交付を

望まないという方もいらっしゃいます。 

そういった方への支援といったら、いろいろお話を聞く場を持つとか、個々の、それこそ 100人

いたら 100人違う症状が出ると思いますので、それぞれ対応しながら、手帳交付がこの方には必要

ということになるのか、いや、手帳交付までいかないけど、もうちょっとの支援でいけるのではと

かいうふうなのが出てくるかと思います。 

そんな中で、年齢に応じて行くところが変わったら、今、人生 80 年という時代に、やはり何か



貝塚市として発達障害というエリアで、ここに行ったら安心できるというシステムが要るのではな

いかと－－これは今から言ってそんなすぐできるとも全然思っていません。 

それが課同士で常に連携を取り合って、今日はここでしようかという順番みたいなのでもいいか

も分からないのですが、そういったシステムはひとつ考えていってほしいと思うのですが、その辺

はいかがでしょうか。 

 

◎福祉部長 

南野委員おっしゃるとおり、学校を卒業したから、次、障害福祉とか、もちろん切れ目のない連

携は取っているのですが、全般としましてやはり発達障害に関する相談というのは、障害福祉のほ

うで、今も相談に乗らせていただいております。 

そこから個々のケースに応じて、その方がどういった支援が必要になるのかということも寄り添

ってやっていこうという考えはもちろん持っておりますので、今、自分がどのような状況であるの

かが分からない、不安を抱えたまま相談に行きたいという場合は、障害福祉課へ相談にまずは来て

いただき、その後、ケース・バイ・ケースで対応は考えさせていただきたいと思っております。 

 

◆南野敬介議員 

もうちょっといろいろまた詰めていきながら進めたいと思うのですが、あとピアリーダー育成の

ための考えということで、大阪府が開催しているピアリーダー研修とかいう形で受けていただきた

いという答弁もありました。 

ただ、大阪府の講座の主となるのが精神障害者をメイン対象に研修があって、その中の発達障害

となっているみたいです。 

発達障害児の皆さんへの対応とかいうことで、発達障害のある方が、自らが学んで、自らが相談

員になるということにはなかなかなり切れていないということ。 

全国的には都道府県がやはり主となってそういったピアリーダー研修とかをしているのですが、

地方で、貝塚市で例えば独自でこんなことをやりますとアピールをするためにも、貝塚市でもいっ

ぱいいますので、そんな児童施設もありますので、独自でして、貝塚市でここまで研修もして、皆

住みよいまちになっていますと言えるようにアピールするのも一つの方法かと提案されています。

その辺の考えはいかがでしょうか。 

 

◎障害福祉課長 

今現在、障害福祉課のところで発達障害の方のピアリーダーというような相談は、現実、具体的

には受けてはいないのですが、市として、そういう当事者の方がリーダーとなって相談を受けるよ

うな、そういうことを、まだ具体的にどうすればいいのかちょっと分からないのですが、大阪府の

発達障がい者支援センターというところもございますので、またその辺と連携も取りながら研究し

ていきたいと思います。 

 

 

《地域生活拠点事業》 

◆南野敬介議員 



是非研究していただいて、いろいろとまたご相談もさせてもらいたいと思います。 

続いて、115ページ、地域生活支援拠点事業、これは市政運営方針でも入っていました新たな事

業でありますので、市政運営方針でも支援ネットワークを構築するということで触れられています

が、具体的にどのようなことをするのか教えていただけますか。 

 

◎障害福祉課長 

障害者等の重度化、高齢化、または親亡き後に備えて、今後、障害者を介護している方に何か緊

急時が起きたとき、そういう緊急事態が起きたときでも障害のある方が地域で安心して暮らせるよ

うな体制を整えるということで、今回、令和 3年度から地域生活支援拠点等整備ということで予算

を計上させていただいています。 

具体的には、障害のある方で単身で生活されている方や、障害のある方を介護している方自身が

障害があるとか、あと介護している方が高齢であるとか、そういうような方を事前に把握・登録し

ていただいて、この方の常時の連絡・相談体制を整える。そして、もし緊急事態が起きた場合に、

市内の事業所に地域生活支援拠点の事業所も登録していただいて、そのときどきで常に部屋が空い

ていたりというわけにはいかないので、その市内の事業所でネットワークを組んで、どちらかでこ

の何日間かを過ごしていただけるようなところを見つけるなど、そういうネットワークをつくると。 

あと、緊急事態というのは突然起こりますので、緊急事態に備えて体験の機会も考えています。 

それは緊急事態に備えて平常時に何泊かグループホームとかそういうところで 1人で過ごす、何

日間かを1人で過ごす体験をしていただく、そういうような事業も考えています。 

 

◆南野敬介議員 

今、その事業の説明をいただきました。 

ということは、まずは登録があって、事業所にも協力依頼ということが必要になってくるのだろ

うなと思うのですが、具体的にはその登録作業がいつ頃からスタートするのか、また事業所への協

力依頼をいつ頃ぐらいにするのか、それでまた全体的にこの事業をスタートさせるのはいつぐらい

になるのか教えてください。 

 

◎障害福祉課長 

この地域生活支援拠点事業につきましては、貝塚市の障害者自立支援協議会の中で準備を進めて

まいりました。 

その中で対象になるであろう方についてのピックアップといいますか、何人ぐらいというところ

までは今しているのですが、実際登録というのは、4 月に入ってからしていただくようにお願いし

ていきたいと思っています。 

 

◆南野敬介議員 

そうしたら、4月から具体的にそういった、今、実態把握とかもしていて、対象者にもご案内や

登録などをしてもらうということですね。それで受入施設も確定していくと。一つ安心が増えるか

なと。 

それと、その支援ネットワークをつくるというのとは同じ事業と思っておいたらいいのですか。 

その中で事業所のネットワークとか、当事者のネットワークなど、そういったのをつくるという



支援と思っておいたらいいのですか。 

 

◎障害福祉課長 

事業者のネットワークというのはそのとおりでございます。 

あと当事者の登録というのは随時進めていって、事業の内容とかも理解していただいた上で登録

していただくと、そういうふうになっています。 

 

 

《すくすく子ども館施設管理事業について》 

◆南野敬介議員 

一つだけ、137ページのすくすく子ども館施設管理事業についてお尋ねいたします。 

施設管理ということで890万円をしているわけで、外壁工事で約 700万円が昨年の予算で計上さ

れていて、その外壁工事は既に完了しているということで認識してよろしいでしょうか。 

 

◎子育て支援課長 

 令和2年度の外壁工事というのは完了しております。 

 

◆南野敬介議員 

 その後で廊下の隅のほうから雨漏りとか、カビが生えてきたというお話も聞こえてきたのですが、

その辺、担当としては認識されているのでしょうか。 

 

◎子育て支援課長 

その雨漏りによるカビの部分であるとかというところも、一旦補修工事をさせていただいた中で、

ほかのところも補修ができていないのではないかという懸念もありましたので、再度変更の工事を

契約しまして対応したところでございます。 

 

◆南野敬介議員 

 そうしたらそれは対応済みで、今はもう大丈夫ということで認識してよろしいですか。 

 

◎子育て支援課長 

課としてはそのように認識しております。 

 

◆南野敬介議員 

 この施設が開園してもう五、六年になるのですが、提供されてからいろんな面でメンテナンスを

していると思うのですが、これまでにそのメンテナンス費用、外壁も含めて総額幾らぐらいかかっ



ているか、今、分かりますか。 

 

◎子育て支援課長 

 今、ちょっとその集計はできておりません。 

 

◆南野敬介議員 

分かりました。 

そうしたらどれぐらいかかったか、参考のためにまた一遍調べていただいて、受け取ってからで

いいので、どれぐらいこの施設に補修という形でかかっているか、お示しいただくことは大丈夫で

しょうか。 

 

◎子育て支援課長 

 調べさせていただいて、後ほどご連絡さしあげます。 

 

 

《新たなステージがん検診事業について》 

◆南野敬介議員 

今の食野委員と重なるので、一つだけにしたいと思います。 

157ページの新たなステージがん検診支援事業のところで少し質問をしたいと思います。 

がん検診のことだと思うのですが、ここ数年の検診者数の推移、もし分かれば、分かる範囲で結

構ですので教えていただけますか。 

 

◎健康推進課長 

これは新たなステージがん検診、無料クーポンを送付するという事業でございます。 

対象は、子宮がん検診については二十歳、乳がん検診は40歳になる方ということで年齢が絞られ

ております。 

この実績でございますが、子宮がんにつきましては、令和元年度が47人、今年度、現在までの実

績が 52件でございます。 

乳がん検診につきましては、令和元年度が 157件、令和2年度が144件となってございます。 

 

◆南野敬介議員 

ということは、誤差はあるにせよ、ほぼ横ばいと。 

これ、ずっと想定されている範囲内で行われていると思っておいたらいいですか。 

 

◎健康推進課長 

特に子宮がんなのですが、やはり満二十歳になられた方は、どんなことをされるのだろうかと不



安が大きいということがございますので、従来より、私どもは 4月以降にこの対象になられる方に

対して、その前に、成人式が終わった頃に、子宮がん検診に対する理解を深めていただくためのリ

ーフレットを購入しまして、それを発送しているということもあるのですが、なかなかやはり伸び

ないということがございますので、今後もこの辺につきましては、より検診者、受診者を増やすた

めの方策について検討してまいりたいと考えております。 

また、乳がん検診につきましては、貝塚市の 30代の方に、これは健康増進法の枠外の検査になる

のですが、エコー、超音波検査を実施しております。 

この目的は、30代のときから乳がん検診を受けるという習慣をつけていただいた上で、健康増進

法に基づく 40歳以上のマンモグラフィー検査につなげていきたいということで実施していますが、

まだまだ検診受診率につきましては伸ばしていかなければならないという問題意識を持っておりま

すので、今後とも様々な対策を検討してまいりたいと考えております。 

 

◆南野敬介議員 

 様々な対策ということで具体的に何か今考えていることで、乳がん、子宮がん検診を伸ばすとい

うことは、今現在、何か考えていることありますか。 

 

◎健康推進課長 

現在の状況ですが、やはり去年の4月以降、一旦緊急事態宣言でがん検診なども止めるという厚

生労働省の通知がありました。 

その後も、がん検診は再度再開いたしましたが、密を避けるためということで検診枠を減らして

います。 

また、令和3年度についても、感染者の状況を見ながらどうするのかを今後検討する形になろう

かと思うのですが、現時点で、この辺の新たなステージも含めて何か効果的な対策については、ま

だ検討中でございます。 

 

◆南野敬介議員 

 新たなステージというがん検診ということではそれでいいのですが、あと、がん全般、大腸とか

胃とか、そんな検診の受診データとかはお持ちになっているのでしょうか。 

 

◎健康推進課長 

がん検診でございますが、これにつきましては、健康増進法で五つのがん検診、5 がんと言いま

すが、それを市町村で実施が義務づけられております。 

まず、順番に、胃がん検診でございますが、令和元年度が 1,222名、令和 2年度については 860

名、約29.6％の減となっております。 

次に、肺がん検診でございますが、令和元年度が1,567名、令和2年度が1,173名、約25.1％の

減少となっております。 

大腸がん検診については、令和元年度が 4,801名、令和 2年度が4,127名、約14.0％の減少とな

っております。 

子宮がん検診につきましては、令和元年度が2,826名、令和2年度が2,544名、約10.0％の減少

となっております。 



乳がん検診についてですが、令和元年度が2,434名、令和2年度が2,107名の約13.4％減となっ

ております。 

 

◆南野敬介議員 

令和2年度といったら、やはり新型コロナウイルス感染症の影響で減っているというのは、十分

理解できることです。 

新型コロナウイルス感染症がいつ落ち着くのかということはあるのですが、一旦落ちたものをぐ

っとまた検診に持っていかないと、やはり今、日本では 2人に1人ががんになるとも言われていま

す。 

我々、谷口委員もそうですが、リレー・フォー・ライフ・ジャパンというがん患者を支援するチ

ャリティーイベントにも携わらせてもらっていて、検診の大切さは微力ですが訴えているつもりで

す。 

そういった意味で、それが実を結ぶように何かいろいろ考えていかないと、イベントを 1年に 2

回することで、それは大事なことだと思うのですが、継続的な何か取組みが必要かと思うのですが、

市として、その辺をどう捉えて今後進めていこうとしているのかだけ、最後、教えてください。 

 

◎健康推進課長 

本市におきましては、平成 30 年 4 月に貝塚市がん対策推進条例を策定し、市民の皆さんととも

に総合的ながん対策を推進するということを明確にしておりますので、条例に基づき、いろんなこ

とを検討してまいりたいと考えております。 

 

◆南野敬介議員 

いろんなことを検討するというのは、多分、平成 30 年のときからずっと今後検討していくとい

うふうに聞いていたと思うので、そろそろ何か前へ一歩出るというのを考えていっていただきたい

なと。 

自分自身もこれという具体例が出せないのが心苦しいのですが、それはそれとして、平成 30 年

に条例ができてからずっと取組みを進めているわけなので、何か一つ、特効薬ではないのですが、

検討していただきたいと思うのですが、その辺いかがでしょうか。 

 

◎健康推進課長 

南野委員ご指摘の件も踏まえまして、先進事例等を調査の上、様々な対策を研究してまいりたい

と考えております。 

 

 

《塵芥収集事業について》 

◆南野敬介議員 

165ページの塵芥収集事業、ごみの減量化、その辺併せてご質問したいと思います。 

まず、令和2年、コロナ禍の影響で、ごみの量というのですか、在宅しているという家庭が多く



なったと認識しているのですが、令和 2年の状況で、ごみの量というのは前年度に比べてどうだっ

たのかをまず教えていただけますか。 

 

◎廃棄物対策課長 

今、南野委員おっしゃったとおり、世間一般でも言われているのですが、家で過ごす時間がやは

り増えているということで、事業系のごみが減って、家庭系のごみが増えているという形になって

います。 

本市におきましてですが、紫色の袋で出している可燃ごみ、それについては令和元年中と令和 2

年中を比べると1.86％の増加となります。 

不燃ごみ、あと、粗大ごみ処理券を使ってする分ですが、それについては 35.08％と大幅に伸び

ています。恐らく家で過ごす時間が増え、出てくるごみの量が増えているのは、大半が不燃ごみ、

粗大ごみと認識しています。 

 

◆南野敬介議員 

これは新型コロナウイルス感染症の影響なので、ごみを減量化しろと言っても、やはりそれぐら

い出てくるのは致し方がないかなと思います。 

それを受けてではないのですが、ごみ収集場所の件で、今ある程度ごみ集積場が整備されている

ところは住宅街の中でもいいのですが、以前からちょっと何回か言わせてもらっているのが、なか

なか集積所を設置できる箇所もないというエリアも実はあるのです。 

それで、無理から電柱のそばに、五、六軒が集まって出しているのですが、できたらカラス対策

も含めて、散らかされ放題になるので、自宅の前に置きたいという希望があったのですが、そこが

行き止まりになっているので、なかなかできないという回答をいただきました。 

ただ、市直で行くなら行くのですが、業者がなかなかそれを嫌がるということでお聞きしたこと

もありまして、委託している業者にそういった指導が市としてできないものなのか。 

なるべく市民の皆さん、住民の皆さんが、カラス対策も含めて管理しやすい、目の届く範囲にご

みを出したいという思いがあるので、その辺、市から業者へ指導を行うことができないのかどうか、

お聞かせいただけますか。 

 

◎廃棄物対策課長 

直営だから委託だからということではなくて、委託業者にお願いするのは、市がやっていること

はちゃんと同じようにやってほしいということでお願いしています。 

今、南野委員が言われた、まとめて出しているところをばらしてとかというところも、それは判

断基準としては当然市として考えています。 

基本的には、やはり効率のこともありますので、当然出す側からすると、家の前まで取りに来て

くれるのが一番便利だとは思うのですが、それを言っていくと、当然あっちもこっちもということ

になっていきます。 

そうなってくると当然効率は落ちることになります。基本的には今の形でお願いしますというこ

となのですが、ケース・バイ・ケース、いろんな事情でもって、先ほど言われた入っていけないと

ころであったりそういうところもやはり出てきますので、それは個別で検討はしていきます。 

先ほどの委託業者へのという話については、委託業者だからという形ではなく、当然その場所が

市の受持ちであったときにはどうなるのかということを考えて、できること、できないこと、市で



あればやるということであれば、その判断でもって委託業者のほうへは話をしていきます。 

 

◆南野敬介議員 

分かりました。今お答えいただいたので、そのとおりでやっていただければ、それで問題ないで

す。 

私、長いこと同じところの話をしていて、以前そういうふうにお聞きしたので質問したのですが、

どうしてもごみを固めて置く場所がないというところが出てくるのです。 

新しい宅地だったら、そこの宅地の会社が集積場みたいなのを造ってるのですが、そういったと

ころでないので、ある程度住民の皆さんの希望を、集積場がないところは実際住んでいる方の一番

出しやすいようにしてあげるべきだと思いますので、その辺、最後、もう一度お答えいただけます

か。 

 

◎廃棄物対策課長 

先ほどと一緒の答弁にはなってしまうのですが、やはりケース・バイ・ケースにはなってきます。 

ただ、1 箇所そういうことをしていくと、やはりあちらこちらということになることも想定され

ますので、その辺も併せた形で、相談が出てくれば対応していきたいと考えています。 

 

 

《消費者対策事業について》 

◆南野敬介議員 

そうしたら、183ページ、消費者対策事業のところです。 

第4回定例会で、私のほうから、消費者の安全確保ということで協議会の設置や教育推進計画と

いうことを求めました。 

他市の状況を見ながら研究するという回答をいただいているのですが、その見通しというか今後

の進捗について教えていただけますか。 

 

◎福祉総務課長 

消費者安全確保地域協議会につきましては、新たな組織といたしまして、令和 3年の秋ぐらいま

でには設置できるよう現在準備を進めております。 

 

◆南野敬介議員 

 秋までに設置ということですが、どういったメンバーでするとか、そんなイメージはできている

のでしょうか。 

 

◎福祉総務課長 

大体、今、内容的に考えているだけなので、まだ全然調整はしておりませんが、貝塚警察署、民

生委員・児童委員協議会、社会福祉協議会、山手・中央・浜手の地域包括支援センター、それと障



害者の基幹相談支援センターで、あと、高齢介護課、障害福祉課、子ども福祉課、危機管理課、学

校教育課等を考えております。 

 

◆南野敬介議員 

ありがとうございます。 

そういったメンバーで今後進めていくということで、また状況が分かれば教えていただきたいで

す。 

あと、言っていました消費者教育推進計画というのも併せて研究するということでお答えいただ

いたと思うのですが、それはこの協議会の中で議論するというイメージでいいでしょうか。 

いや、それは別でするというイメージなのか、それだけ教えてください。 

 

◎福祉総務課長 

申し訳ありません。そちらにつきましては、方針等まだ出しておりません。恐らく別で考えるか

とは思います。 

 

 

《中小企業制度融資事業について》 

◆南野敬介議員 

分かりました。別で考えるということでしたら、今後スケジュール等も詰めていっていただきた

いと思います。 

続いて、同じ183ページの中小企業制度融資事業につきまして、コロナ禍ということで、企業も

かなり厳しい状況になっているということは聞いています。 

こういったコロナ禍の影響で、これを利用される方の件数といいますか、前年度比などが分かれ

ば教えていただきたいと思います。 

 

◎商工観光課長 

まず、一つ目の市制度融資信用保証料補給金につきましては、令和元年度が 2 件の 10 万円の執

行になっております。 

ただ、令和2年度になりますと件数がゼロ件となっています。 

この理由は、新型コロナウイルス感染症関連資金として、融資限度額も大きく、当初 3年間無利

子、無保証料と、条件のよい融資制度が創設されたことによると考えております。 

続いて2点目のマル経融資でございますが、こちらが令和元年度、49件で金額が70万6,900円、

対しまして、令和2年度が 32件、61万5,900円となっております。 

こちらの理由は、同じく新型コロナウイルス感染症の特別利子補給制度というのを国がつくって

います。 

これがこの制度よりも非常に有利な条件になっておりますので、こちらが影響して減少している

ものと考えています。 

三つ目の府制度融資信用保証料補給金につきましては、令和元年度が 9件で 45 万円、令和 2 年

度が 16件で80万円。こちらは増加しているのですが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けま



して、大阪府の制度融資の利用が非常に多くなったというのがまず一因でありますが、4月以降は、

新型コロナウイルス感染症対策として中小企業臨時給付金制度を創設いたしました。 

この中小企業臨時給付金制度と府制度融資信用保証料補給金は重複申請ができませんので、思っ

ているほどは伸びてないという現状でございます。 

 

◎都市政策部参与 

今、最後に説明しました中小企業臨時給付金制度の申請件数ですが、現在 600件を超える件数が

申請されておりまして、これにつきましては、信用保証料の代わりに、申請 1件につき10万円、中

小企業に補給金として給付しております。 

 

◆南野敬介議員 

 ありがとうございます。状況は分かりました。 

 恐らく今年度この予算を組んでいるということは、前年度より増えると予想されているというこ

とで認識しているのだろうと思っているのですが、先ほど報告いただいた数を考えたときに、それ

ぞれの予算で何件分ぐらいを想定して一応見積もっているのか、もう一度教えてください。 

 

◎都市政策部参与 

市制度融資信用保証料補給金が14件、マル経融資利子補給金が約 50件、府制度融資信用保証料

補給金が 30件となっております。 

 

 

《周遊観光コース整備事業について》 

◆南野敬介議員 

どうもありがとうございました。またいろいろ企業の方への支援を引き続きお願いしたいと思い

ます。 

続きまして、185ページの観光活性化事業の中の周遊観光コース整備事業約 300万円あります。 

代表質問にありまして、回答で五つの属性に応じたコースを設定していると答弁いただきました。 

その一つとして、20代未婚男性向きの自転車やサイクルトレインを使って、恋人の聖地「水間寺

愛染堂」、二色の浜の夕日を見るコースということを一つ事例として挙げていただいたのですが、

もしよければ、あと残り四つを教えていただければと思います。お願いします。 

 

◎商工観光課長 

ほかのものとしましては、40代既婚女性のルートであるとか 60代既婚女性などに併せて、例え

ば本会議の代表質問で答弁しましたのは、20代未婚男性に向けたものでありますが、自転車やサイ

クルトレインを使いまして、恋人の聖地に選定されている水間寺の愛染堂であるとか、夕方の二色

の浜、これはいわゆるロマンチックな気分を盛り上がっていただくため、二色の浜を訪問して、最

後にはカップルで食事をするといったコースを設定しております。 

 



◆南野敬介議員 

いや、私は五つコースがあるのかなと思ったのですが、そうじゃないということですか。五箇所

行くということですか。 

もう一つ、いいですか。ちょっと気になるのが、この男性・女性と区切る必要があるのかという

のが非常に気になったのですが。 

 

◎商工観光課長 

男性・女性といいますか、これはいろんな幅広い年代に事前にアンケート調査を実施しました。 

そのアンケート調査の結果、貝塚市のことを紹介する一文を入れますと非常に反応がよかった世

代と性別ということなので、あえて男女別で分けさせていただいている次第です。 

 

◆南野敬介議員 

 それはちょっと気になるから後で質問するのですが、ほかのコースは 5箇所回るということで考

えておいたらいいですか。 

 

◎都市政策部参与 

まず、一つ先に説明させていただきたいのは、この前、説明した分につきましては、令和2年度

の事業で、この3月31日までにする事業となっております。 

それで、20代男性、これは知念商工観光課長が説明したように、委託業者が自分ところの旅行会

社ですので、顧客に対して、近畿圏また首都圏の顧客に対してアンケート調査を実施した結果、食

いつきのよかったのが今言った20代男性であるとか 30代男性であるとかというようなコースにな

っております。 

20代男性では、自転車ということで、水間寺、森の小径とかジプシーフラワーとかそういうとこ

ろを四、五箇所回って、一日、貝塚市を周遊すると。 

次に、30代になりますが、車で回ると。これは独身であって、貝塚市にある手打ちそば屋である

とか、塩五の村雨であるとか、自然遊学館、二色の浜公園、善兵衛ランドを回るとかいうようなコ

ースを選定しております。 

20代独身女性ですと、電車と徒歩がツールになっておりまして、ＡＮＣＨＯＲという雑貨屋をス

タートにして、古民家そらＣａｆｅとか、まちの駅かいづかから水間公園に行く。 

40代女性ということで、これは既婚で、車で回っているというようなコースで、願泉寺、水間寺

というようなちょっと文化系のところを回って、また、子どもさんということも想定されますので、

奥水間のアスレチックスポーツ等を回って、最後、温泉に入って帰ってくる。 

最後、一番また活発に旅行していただける 60代の女性の方になるのですが、そういう方をターゲ

ットにして、和泉葛城山ブナ林であるとか松葉温泉であるとか、また帰りは食べ物ということで、

この中では寺内町散策と、ウラカイヅカという言葉を使って古民家そらｃａｆｅ周辺のところを回

ろうというような企画を出してもらっておりまして、その冊子が 3 月 31 日までにできるというこ

とになっております。 

また、ここで言う周遊観光コースにつきましては、今度、令和 3年度で新しく事業をする周遊観

光コースの予算となっております。 

 



◆南野敬介議員 

今、話を聞いていて、ちょっと合点がいかないといいますか、そしうたら、今説明いただいたの

は令和 2年の中で業者にお願いして、業者の責任で作ってもらうということでよろしいですか。 

市が関わってないと思っておいたらいいのですか。 

 

◎都市政策部参与 

今のこの周遊観光コースにつきましては、委託事業で入札の結果、観光業者に決まりまして、観

光業者と市がすり合わせて作成したものです。 

 

◆南野敬介議員 

 ちょっと話が違う方向に行くかも分からないのですが、市が委託して、お金を出してするのに、

男性・女性と区切る必要があるのかと私はすごく疑問に思っていて、ましてや既婚・未婚、そんな

ことを市がお金を出しているパンフレットに載せるのですか。 

 

◎都市政策部参与 

確かに、その部分につきましては、表に出していくものではなくて、統計的な分類をして、コー

スをつくる際に事前にアンケートをして貝塚市の情報を流したところ、その世代のそういう方々が

割と興味を持っていただいたということになっておりまして、説明のほうが既婚という内容である

とか、性別のことを出したのはちょっと確かに問題あるかと思います。 

 

◆南野敬介議員 

 そうしたら、何で今それを答えているのか。そんなのを出したら、ここで公の公文書に載るわけ

でしょ。 

 

◎都市政策部参与 

 南野委員ご指摘のとおりです。申し訳ございませんでした。 

 

◆南野敬介議員 

 確認ですが、そうしたらそういったパンフレットとかには、そんなことは載らないでいいですか。 

 

◎都市政策部参与 

 それは載りません。 

 

◆南野敬介議員 

ですので、公の議会で議事録に載るところで議論していますので、市が委託しているところで、



そんな既婚とか未婚とか男性・女性とかのコースだと言われたら、ちょっと私はかちんと来ますの

で、それはやはり違うと思います。 

もう一つ、確認。また令和 3年度で新たに今約300万円使ってするというのは、同じような感じ

で、その五つのコースをパンフレットか何かを作ってすると認識しておいたらいいですか。 

 

◎商工観光課長 

パンフレットにつきましては、今年度事業で作成する予定となっております。 

令和3年度の事業に関しましては、令和2年度で設定したコースの魅力を向上させるためにいろ

いろ、例えば看板の設置であるとか、あるいは自転車で来る方のためのサイクルステーションの設

置とか、今回つくるコースの魅力を向上させるための事業となっています。 

 

 

《祭礼観客対策について》 

◆南野敬介議員 

分かりました。そういった形でいろいろ検討していただければと思います。 

あと、187ページの最後、祭礼観客対策で 60万円出ています。祭礼時にトイレの関係で使ってい

るというふうには、私も運営会に関わりましたので認識しております。 

それで、以前、昨年の決算特別委員会で、我が会派のほうから祭礼時のごみ対策についてお願い

したと記憶にあります。 

これ、経過からいいましたら、もともと業者にお願いして、一括で処理も含めてやっていたので

すが、また昨今、分別しなければならないというふうになってきて、業者もきっちりそれをするよ

うになってきたということもあります。 

それと、祭礼時、2日間、試験曳きも入れて 3日間で、これは麻生郷地区だけかも分からないの

ですが、観客がたくさんお見えになって、ごみもたくさん置いていってくれるということがありま

して、実は、麻生郷地区は 8町会あるのですが、その 8町会の委員長の祭礼関係者が夜に出てきて

掃除して、ごみ袋に入れていたということがありました。 

ただ、私の地元は隣でしているので近くでいいのですが、阪口芳弘議長のところとか、我が会派

の真利議員のところは遠いので、バスを借りて行くというふうなことが実は清掃活動でしていたの

です。 

でも、それもなかなか夜のことですし、危ないという議論になりまして、それなら業者に全部任

して清掃もやろうということになったのですが、実は、それに伴って各町会 10 万円ずつ別で出し

合って、今やっているのです。 

ですから、実際 70万円から 80万円、その清掃で 2日間、3日間でかかっているということがあ

りまして、これ、結構各町の負担が大きくなってきているということです。 

貝塚市のだんじり祭りも麻生郷、木島、西葛城、南近義とあるのですが、それぞれがやはり魅力

ある祭りで、地域の活性化に私はつながっていると思いますので、できましたらそういったお客さ

んが貝塚市に足を運んでくれると、そこで貝塚市でお金を落としてくれるという一つの大きな事業

でありますので、今、予算でどうこうということは全然思ってないのですが、予算を検討する上で、

そういったことも含めて何らかの補助を今後検討していってもらえないかと思うのですが、その辺

いかがでしょうか。 

 



◎都市政策部参与 

実際に祭礼で観客が来た場合に、やはりごみも出ますし、トイレも必要ということになっており

まして、現在、市では、祭礼のトイレにつきまして 60万円の予算を計上させてもらっております。 

そして、祭りにつきましても、太鼓台祭り、だんじり祭り、2 回あって、各郷に分配しておりま

すが、現状では南近義地区においては、イオン株式会社のご厚意で辞退していただいております。 

また、実際のところ、案分しても、現在トイレ設置費用についても不足しているような状態であ

ります。 

確かにごみにつきましては、各それぞれの団体、それぞれだんじり関係者のほうでしているかと

思うのですが、そういう事情ですので、今回そういう要望につきましては、ごみということですが、

トイレのことが先にありますので、それについては引き続きどのようなものがいいのかというのは

少し一回考えたいと思います。 

 

◆南野敬介議員 

ちょっと最後よく分からなかったが、それはトイレのことを考えるのか、ごみのことを考えるの

か、よく分からなかったので、その辺どうですか。 

 

◎都市政策部参与 

トイレにつきましては、南近義地区のほうが辞退いただいているということもあるので、それも

含めて、もし検討するのであれば、いわゆるトイレに対する補助金ということになっておりますが、

ごみとトイレと含めて見直しとかを検討していくということも一つ考えていきたいと思っておりま

す。 

 

◆南野敬介議員 

ごめん。やはり分からないです。 

それで、要は、言うように太鼓台もあるし、3郷がありますし、そこでごみとトイレを一緒に考

えるというのも、一緒に考えて増やしていただけるならそれを充てるということは考えたらいいと

思うのですが、その辺、ちょっと今これは一つの提案と思っていただいて、今後、やはり大きな事

業ですので、他所からいっぱい貝塚市に来てくれる事業ですので、その辺もちょっと検討していた

だきたいと、最後にそれだけお願いします。 

 

◎藤原龍男市長  

毎年、この話になります。 

私も3郷全て回って、太鼓台も全て回って、実情は多分誰よりも詳しいと思うのですが、毎年同

じ話で、毎年同じ答えになるかと思いますが、一遍検討してみます。 

 

 

《道路維持補修について》 



◆南野敬介議員 

193ページ、道路維持補修に関わるのか、関わらないのか、もし違うかったら、また言ってくさ

だい。 

市道にかかる民家からの木とか、枝とか、通行の妨げになるというのを、基本的には空き家、空

き地対策としてやってもらっているのですが、令和 2年、令和3年でそういった関連の、どうして

も市がしなければならないところが出てくると思うのですが、そういった予算というのですか、こ

の中に組み入れられているのでしょうか。 

 

◎道路公園課長 

今、南野委員おっしゃったように、本来、そういうものについては個人のほうでということにな

っておりますが、やはり条件的に市でやらなければならないところはございます。やはり道路の安

全上、そのまま放置できないところもありますので、予算の中で見込んでおります。 

 

◆南野敬介議員 

それは、例えば令和2年でいったら、今現在分かっている範囲でいいのですが、幾らかかってい

て、令和 3年ではどれぐらいをもくろんでいるというのは出ますか。 

 

◎道路公園課長 

すみません、その前に、まず枝の剪定にあたっては、基本的には本市職員のほうで行っておりま

す。 

ただ、どうしても高いところで作業車が要ったりとか、専門家に任さなければいけない現場もあ

りますので、そういうところは業者のほうに発注しておるところでございます。 

令和 2 年度に関しては、今お手持ちの資料でいくと約 50 万円ほど、その民間の伐採の費用で充

てさせていただきました。 

令和3年度につきましても、これは実際に案件が上がらないと分からないところがありますので、

一概には申し上げられないのですが、同等程度要るのか、もしかすれば下回るかというところだと

思います。 

 

◆南野敬介議員 

約 50 万円、今年度ではかかっているということですが、こういった場合は、その対象者に対し

て請求というのは考えていないのですか。 

空き家、空き地の関係でいうたら特別措置法とかもいろいろ国のほうでもできてきていますし、

条例見たときに、指導とか勧告とか従わない場合は代執行も含めて。 

代執行となれば、その分は請求できるとなっていると思うのですが、その辺、市の考えは今どう

なのでしょうか。 

 

◎道路公園課長 

まず、今代執行のお話が出ました。道路公園課としての立場でお話させていただきますと、まず、



私どもは相手のほうに面会を求めまして、相手のほうにまず切ってくださいとお願いします。 

これの基になっておりますのは、道路法の第 30条、同じく道路構造令の第 12条で、建築限界と

いいまして、道路上への張り出し規制という項目がございます。 

それを基に、民法第233条の、その所有者に枝を切除させることができるという切除要請をまず

させていただいております。 

このような案件を含めた道路上の問題というのはいろいろございまして、本市としてもその都度

弁護士相談をさせていただいているのですが、今回の案件というか、今年度の案件で少し大きい部

分がありましたので、改めて弁護士相談をさせていただきました。 

その中で、相手が伐採の要請に応じない場合の対応として、二つの案をご提示いただいておりま

す。 

まず一つは、今、南野委員おっしゃった行政代執行を行う方法、もう一つは、相手と話合いを行

い、合意の下で市が剪定を行う方法と、この 2点でございます。 

ただ、行政代執行を行う場合は、まず事前に、行政代執行法によりまして、代執行を成す場合は、

相当の履行期間を定め、その期限までに履行されないときは、代執行を成すべき旨をあらかじめ戒

告しなければならないとあります。 

まず、相手に切ってくださいという期間も、かなり長いこと取らなければならないということで

す。 

その後、市として代執行で相手に戒告することはできるのですが、ただ、それに対して、弁護士

の先生おっしゃるには、まずその時点で相手から裁判所に対して戒告の取消請求があるということ

です。そうなりますと、判決が出るまでに最低でも半年、なおかつ弁護士費用もかかるということ

も考えられますと。 

ここからが、弁護士の方がかなり私どものほうに心配して言っていただいたのが、裁判になった

場合、市が負ける可能性がかなり高いですというふうに聞いております。相手が勝訴した場合、相

手が心理的苦痛や名誉棄損を理由に損害賠償を市に求めてくることも考えられるということをおっ

しゃっていました。 

市が負ける可能性が高いという根拠としまして、先ほど申し上げた道路法や民法から照らし合わ

せたときに、貝塚市が切ってくださいということが、これは命令ではなくて、あくまで要請である

というところで、本来代執行しても、代執行の理由としてはちょっと弱いというところで、これは

もう負ける可能性がかなり高いですというふうに聞いております。 

その中で、本市として取る道路の安全を考えたときに、案の 2番の、相手と話し合い、合意の下

で市が剪定するという方法を、今現在やっているというところでございます。 

 

◆南野敬介議員 

 弁護士は、弁護士10人いたら 10人の考え方があると思うので、それはまた確認したらいいと思

うのですが、今回の場合、そうしたら恐らく行政と地権者というか管理者との合意で切ったので、

それを請求することはできないという市の認識なのでしょうか。 

 

◎道路公園課長 

南野委員おっしゃるとおり、市からは請求できないということです。 

 

◆南野敬介議員 



もう皆さんご存じのとおり、空き家とか空き地とかも、通行人に直接危害が及ぶところってやは

りたくさんありまして、そういった意味では、もうある程度市がかぶるのは致し方がないのだろう

と思うのですが、樹木とか草木の場合は、1回切ってもまた伸びてきたりしますので、これ、いた

ちごっこになる可能性があるのですが、どこかで何か根本的に解決できるような解決策が要るのと

違うのかなと。 

それなりの予算も組んでいかないといけないと思うのですが、今後そういったことが出てきたと

きの市としての対応はどうすべきだと考えていますか。 

 

◎都市整備部長 

今年度実施した部分につきましては、先ほど担当課長が説明しましたように、時間的なこともあ

って、同意をいただいて伐採したということでございます。 

しかしながら、これ、同意をいただくということ自身が相当の労力を要しておるということもひ

とつ理解していただきたいところなのです。 

そういう代執行を視野にするという方法もあるかとは思いますが、やはり緊急性が高いというこ

とであれば、一定そういうことで、もう市のほうですると。ただ、そういう形で手続きを踏んでお

りませんので、もう請求できないところについてはやむを得ないことかと考えております。 

 

◆南野敬介議員 

今、亀岡都市整備部長がおっしゃったことは、もう重々私も認識しております。 

ただ、気をつけないといけないというか危惧するところは、以前、何か道で穴が開いていて、こ

けて、それで損害賠償請求されたと、逆にそんな場合もあるわけです。 

木の枝を避けるため、例えば傘を差しながら避けるために車にひかれたら、これ市の管理と違う

のかと言われるのが、以前そういったことが議題にも上ったので、心配するのであって、そこはも

うきっちりと整理、やらないといけないことはやはりやらないといけないだろうと、安全に通って

いただくための道を整備しないといけないというのが市の責任だと思うので、その辺を危惧してい

るわけなのです。 

その辺、最後、今のことを受けて、もう一度ご答弁をお願いしたいと思います。 

 

◎都市整備部長 

当然南野委員がご心配していただいている市の責任というのはあるかと思います。 

ですから、今回はちょっとイレギュラー的に本人に立会い願って了解いただいて、それも相当の

苦労をしてやったというのはあるのですが、一定例えばそれを、樹木であればもう伐採してくださ

いとか、そういう文書での指導、これは行政指導になるとは思うのですが、やはり将来的に訴訟と

か、そういうことを考えていった上においては、そういう手続きも大事かと思いますので、今後そ

ういう形で、まずはそれからやっていくと。今回はちょっと時間なかったのでしていないですが、

そういう取組みでやっていきたいと考えております。 

 

 

《東貝塚駅前広場アクセス道路等整備事業》 



◆南野敬介議員 

よろしくお願いいたします。 

195ページ、東貝塚駅前広場アクセス道路等整備事業の中の工事請負費で、ボックスカルバート

整備というのがあります。これについて少し説明いただけますか。 

 

◎道路公園課長 

今お話のありましたボックスカルバート整備につきましては、新設しますＪＲ東貝塚駅西口への

アクセス道路用地、現在本市が買収を行っております無添くら寿司、日本生命保険相互会社野球部

グラウンドの山側の土地、そちらに隣接しまして、幅 1.8メートルの水路がございます。 

そちらの水路に関しましては、今度できます新しい用地の支え擁壁も兼ねてくるということで、

今年度の設計委託でその水路の健全度というのも調査をいたしました。 

その中で、擁壁部がかなり老朽化もしておりまして、今すぐどうこうなるということではないの

ですが、やはり道路ができますと、この先何十年と使うものですので、やはり今の時点で、そこを

含めて新設しないと、今後道路に何十年先に影響出ることも考えられるというところで、それでは、

その支え擁壁、どういうやり方が一番いいのか検討した中で、施工性、経済性等を考えまして、ボ

ックスカルバートというコンクリート製の既製品、四角い既製品ですね。 

そちらで同等断面のものを敷設すると。それを道路の支えの擁壁も兼ねて施工するということで、

今考えております。 

 

◆南野敬介議員 

 日本生命保険相互会社野球部グラウンドと駅の間ですよね。どれぐらいの距離をこれで賄おうと

しているのですか。 

 

◎道路公園課長 

延長で約340メートルでございます。 

 

◆南野敬介議員 

 四角い大きな屋根を水路にそのままかぱっと、その上からアスファルトか何か敷いて、道路用地

というか駅前広場の用地にするということで理解しておいたらいいですか。 

 

◎道路公園課長 

その水路の横に歩道ができる予定になっております。 

ですから、歩道を一部利用して、それプラス緑地とか、そういう形で今考えております。 

 

 

《鉄道軌道安全輸送設備等整備事業》 



◆南野敬介議員 

まずは、203ページの鉄道軌道安全輸送設備等整備事業ですか、水間鉄道の安全輸送の関係です。 

約2,300万円計上されております。 

今年度、この事業につきまして何を充てるというのが予定されていますでしょうか。 

 

◎都市計画課長 

整備の主な内容といたしましては、踏切の遮断機を 16箇所更新、それと、線路の下に敷いている

バラストの更新です。 

道床交換と申しますが、それを名越駅と森駅の間で、延長にして約90メーター程度ですが、状態

の悪いところを入れ替えるのと、併せて枕木の交換も行います。 

主な内容は以上でございます。 

 

◆南野敬介議員 

約2,300万円という水間鉄道も貝塚市民の足ということで例年続いていますが、周辺の自治会と

のコンセンサスといいますか、魅力発信という形でいろいろ取り組まれているとは思うのですが、

結構敷地内での改修の要望が、踏切周辺の整備とか多くあります。 

ただ、なかなか水間鉄道株式会社も厳しい経営状況というのはお聞きしているのですが、周辺地

域の皆さんからしたら、もう言いっ放しで返事がなくて、どうなっているのかが全然見えないとい

うことを言われているので、せっかく毎年約 2,000万円また補正を組んだりもしていますので、市

のほうからもそういった周辺地域等の要望について、ちょっとずつでも何か回答するとか、何らか

の返事するとか、そういった方向で市のほうからも助言といいますか、していただきたいと思うの

で、その辺いかがでしょうか。 

 

◎都市計画課長 

南野委員おっしゃっています線路沿いの草刈り作業とか、いろんなことを住民の皆さんからいろ

いろ苦情なりいただいていると聞いているのですが、それにつきましては、本市からも水間鉄道株

式会社に、できるだけ早く対応して、地元のほうにもきっちり返事をするようにと、本市のほうか

ら申したいと思います。 

 

 

《空き家等対策事業》 

◆南野敬介議員 

 ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 同じページの空き家等対策事業ということで、「等」なので、空き地も含まれていると思ってよろ

しいですか。 

 

◎まちづくり課長 



 空き地も、含まれます。 

 

◆南野敬介議員 

空き家対策、空き地対策ということで、先ほどの道路の件ではないのですが、この貝塚市内至る

ところに放置されたままのところがやはり数多くあります。 

この1年間で、空き地という面で市のほうに相談といいますか、通報の件数を教えていただけま

すか。 

 

◎まちづくり課長 

空き地の苦情ですが、令和 2年度2月末現在になりますが、74件でございます。 

 

◆南野敬介議員 

 その74件でどのように対応されたか、内訳分かりますか。 

 

◎まちづくり課長 

空き地の苦情に関して、口頭での指導やその他行いましたところ、49件が刈取りを完了していた

だいております。 

それから指導中のものが 17件、当事者間で話合いしたり、特に指導していないのが 8件。 

 

◆南野敬介議員 

何らかの形で指導とか指導中がもう 50 件超えているということで、効果はあるのかなと思うの

ですが、逆に言うたら一向に手つかずの状態のところもあると思います。 

先日、山梨県の山火事でもありましたように、この乾燥した冬場とか今の時期、ちょっとした、

あまりたばこのポイ捨ても今ないですが、たばこのポイ捨てとかで火災が発生するおそれがあると

いうこととか、空き家、倒壊寸前の空き家も含めてですが、そういったおそれでかなり不安に思っ

ている地域住民の方がたくさんいらっしゃると聞いています。 

国のほうも特別措置法が施行されて、全国各地でいろんな取組みをされているというのはもうご

承知のとおりだと思いますので、ここは先ほどの道路の件も含めてですが、安心して住める地域づ

くりを目指していっていただきたいと思うのですが、その辺の考え方、もう一度お聞かせ願えます

か。 

 

◎都市整備部長 

空き家につきましては、空家等対策の推進に関する特措法あるいは本市の通称、空き家・空き地

等適正管理に関する条例という対応になってくるかと思います。 

しかしながら、空き家等という定義が、使用されていないというところで、使用している事実が

あれば、なかなかそこから先に進めないという問題もございまして、そうなると大阪府の建築基準

法での扱いということになってくるかと思います。 

大阪府との協議につきましては、一応定期的に情報交換はしているのですが、なかなか難しいと



ころもございます。 

一方、空き地につきましても、これ、ほとんどが草刈りとか、そういうことだと思うのです。 

やはり草刈り、空き地については本市の条例での対応になってくるかと思います。 

ただ、草刈りにつきましては、なかなか勧告、命令という形で進んでいって行政代執行というと

ころは非常に難しいのかなと考えております。 

ただ、南野委員もよく言われております、ただの草刈りだけではないだろうという空き地も実際

あるのは事実でございます。 

そういう部分につきましては、今後対応を進めていかないといけないというのはあるのですが、

きちっとした法律がない中で、国のガイドラインとかが示されていたらいいのですが、そういうも

のもございませんので、個別に各事案ごと、弁護士と都度相談しながら、今後対応していきたいと

考えております。 

 

◆南野敬介議員 

悩ましい問題だというのは重々分かっています。 

手つかず、空き地、また倒壊される寸前の空き家も含めて、例えば、これは固定資産税の関係も

出てきませんか。 

農地だったら安くなるとか、それだから建物がなくなったら高くなるとか、そんな関係でなって

いるというのもよく分かっていますので、その辺、国とかも含めて連携しながら進めていってほし

いのですが、兵庫県神戸市でも、また新しい取組みが先日の新聞に報道されたのですが、地域の力

を借りて、弁護士等を派遣して空き家とか空き地をクリアにするとかいうような、また新しい動き

がいろいろ出てきていますので、そんなのを一度またいろんなところで情報を取っていただきたい

と思うので、その辺いかがでしょうか。 

 

◎都市整備部長 

空き家につきましては、先ほど申し上げた問題もあると。 

空き地につきましても、そういうケース・バイ・ケースで対応していきたいということもござい

ます。 

そういう部分につきましては、他市の情報は積極的に収集していきたいと考えております。 

 

 

《公園維持補修事業（健康遊具について）》 

◆南野敬介議員 

続いて、209ページの公園維持補修事業であります。 

以前、新政クラブのほうからも、健康遊具のことで質問等をさせていただきました。 

市内の公園に、これから高齢化時代が進む中で、健康遊具も整備する必要があるのと違うかとい

う質問をさせていただきました。 

その際、当時回答いただいていますのが、4公園のうち 4器具を考えているという計画をされて

いるとご答弁いただきました。 

今現在、その健康遊具を設置している市内の公園は何箇所あるのか、まず教えていただけますか。 

 



◎道路公園課長 

 現在、貝塚市が管理する公園で健康遊具を設置しておりますのは 8公園で、23 基でございます。 

 

◆南野敬介議員 

当時より、ちょっとずつでも増えているのかなという印象があります。 

今、健康遊具をまだまだ増やしていくべきだと私は思うのですが、市として、今後この健康遊具

を増やしていく考えがあるのか、その辺のお考えをお聞かせ願えますか。 

 

◎道路公園課長 

先ほど南野委員がおっしゃったように、高齢化でありますとか、あと子どもの体力低下というこ

とで、健康づくりは大変重要なことであるという認識はございます。 

その中で、令和4年度に貝塚市都市計画マスタープランの見直しを予定しておりまして、その中

で、今後の貝塚市の公園遊具の整備方針等も検討していきたいと考えております。 

 

◆南野敬介議員 

 そのマスタープランの中で提示するということですが、それは増やすという方向で思っておいた

らいいですか。 

 

◎道路公園課長 

何年かけてどの程度増やすかというのは、今の時点ではちょっとお話はできませんが、健康遊具

は増やしていく方向で考えております。 

 

◆南野敬介議員 

具体的に、また、そうしたらそのプランなども見ながら、私のほうも検討したいと思います。 

ただ、この健康遊具を設置している公園をアピールするというか、市内の皆さんがどこまで把握

しているかというのは、ちょっと私も疑問に思うところがありまして、先日、他市でどんなことを

しているのかと思って、健康遊具で検索したら、市のホームページで、写真入りでどこどこの市は

健康遊具ここにありますと言って、地図とかあったり、どんな遊具があったりというふうにアピー

ルをしているのです。 

そういった意味で、今貝塚市は、多分そこまでしていなかったと思うのですが、その辺はどうで

すか。 

 

◎道路公園課長 

南野委員おっしゃるように、現在、貝塚市のホームページではそこまで記載はしておりません。 

 

◆南野敬介議員 



今後、先ほど言いましたように、健康遊具がこんなことに役立つというのを、ここの公園にあっ

て、こんな遊具がありますよと、皆さんご利用くださいねと言って、ホームページとか、先ほどの

フェイスブックとかＬＩＮＥじゃないですが、そんなところでもせっかくＳＮＳ、しっかり今発信

していますので、活用していくべきだと思うのですが、その辺いかがでしょうか。 

 

◎道路公園課長 

そうですね。やはり健康遊具、使っていただいてこそ価値がありますので、その辺は、そういう

ＰＲとかをきっちりしていきたいと考えております。 

 

 

《住居表示について》 

◆南野敬介議員 

最後ですが、213ページ、住居表示です。 

久保一丁目が今年度されるということで、先日お聞きしました。久保町に関しまして、今一丁目

ということですが、最終的には何丁目まで予定されているか教えていただけますか。 

 

◎土地情報課長 

現在、今のところ、数年先を見越しまして、久保五丁目までをまず想定しております。 

 

◆南野敬介議員 

 今年 1 年かけて、多分年内ぐらいだったような気がするのですが、一丁目が整備されて、あと、

そうしたらもう次年度はまた二丁目、その次は三丁目というふうに、順繰り追って、多分 2年かけ

て一つぐらいやっていったのだったかな、今のパターンでいったら。そんな感じに思っておいたら

いいのですか。 

 

◎土地情報課長 

若干、今回新型コロナウイルス感染症の関係もございましたので、ずれることはあると思うので

すが、2年計画で順番にしていきたいと思っております。 

なお、久保一丁目につきましては、今年11月、住居表示を予定しております。 

 

◆南野敬介議員 

例えば、久保が一丁目から五丁目までできるので、一丁目まではちょっと時間がかかったとは思

うのですが、二丁目、三丁目、四丁目、五丁目といったら同じ久保の中なので、そういった意味で

は進めやすいとは思うのです。 

だから、そこは2年かけるとかいうのではなく、ぱんぱんという言い方がいいのかわからないの

ですが、そこまで時間かけなくてもいけるような気がしなくも、それは私の認識がちょっと間違っ

ているのですかね。 



やっぱり2年かけてじっくりしたほうがいいのですか。 

 

◎土地情報課長 

南野委員ご指摘の部分も考慮の余地はございます。 

ただ、住所の変更ということがございますので、地元の何よりも協力と理解が必要なものもござ

いますので、その点、時間をかけてこちらのほうはさせていただきたいと。 

ただ、進捗状況により、機運が高まってくれば、おっしゃるように予定よりも早めることも場合

によってはあるかと思います。 

それは、今後こちらのほうで努力して進めていきたいと思っております。 

 

 

《防災行政無線について》 

◆南野敬介議員 

昨年、4地区の町会放送をつなぐということで報告を受けていたと思います。 

その結果、改善できたのでしょうか。 

市民の反応も含めて、もし分かるようでしたらお答えいただけますか。 

 

◎危機管理課長 

防災行政無線の町会放送設備への接続につきましては、昨年 3月に澤町会に接続させていただき

ました。 

令和2年度の予算で4地区分計上して、橋本町会、三ケ山町会、近木町会、半田町会と設備の接

続を進めてきて、3月16日に最後の接続が終わったところです。 

澤地区のほうは1年程度たっておりますが、特に不具合が生じているというお声は聞いておりま

せん。他の地区の状況につきましても、今後検証していきたいと考えております。 

 

◆南野敬介議員 

まだ最近できたところもありますので、注視していただければと思います。 

それで、また併せて、どうしても聞こえにくいところはＪ：ＣＯＭで接続をしたらできますとご

案内いただきました。 

それで 1年目は無料でできるが、2年目からは有料になるということで、前回、その 2年目から

補助ということを考えられないのかお伝えしていたと思うのですが、2年目以降の対応を何か検討

されているでしょうか。 

 

◎危機管理課長 

Ｊ：ＣＯＭの機器を接続して、室内でも防災行政無線を聞くことができるようにということであ

りますが、聞こえにくい全ての人を対象には考えていないのですが、音声での情報伝達しか取得し

づらい視覚障害者の方を対象に、その機器の利用料を市で負担するという制度を始めたいと準備を

進めてきたところです。 



できるだけ希望される方の事務的な負担が減るようにと、事業者であるＪ：ＣＯＭと協議を進め

てきて、先般ようやく合意に至ったところです。 

今月中に視覚障害者の方に個別の通知を送付するなどして、受付を開始したいと考えています。 

 

 

《ユニチカ跡地について》 

◆南野敬介議員 

253ページ、小学校費のところで、先ほどの土木費のところでありましたが、ユニチカ跡地の運

送会社の関係で、業者への対応は先ほどのところでお話があったと思うのですが、学校として、や

はりあそこに来たときの安全対策は東小学校、第二中学校とも考えておかないといけないような気

がするのです。 

その辺、何か現段階でお考えになっていることはありますでしょうか。 

 

◎学校教育課長 

学校のほうは、事前の打合せというか、そういったものの機会を持ってもらうように言っている

ところでございます。 

企業側も、向こうのほうからそういった場を持って、子どもたちの安全のためにどのような形を

取るのがベターなのかということを、意識してくれていると思っておりますので、またその話の中

で、子どもたちの安全を優先にした形を我々としては伝えていこうと思っておりますので、まずは

その場でいろんな方向性を出したいと考えております。 

 

 

《制服について》 

◆南野敬介議員 

ありがとうございます。 

何といっても登下校のときが一番危険な目に遭うことが多いと思いますので、またお願いします。 

あと、257 ページの中学校費ですが、今年第二中学校の制服が、4 月から変更になると聞いてい

ます。 

ブレザー型になるということで、私も見させてもらいましたが、なかなかよいかなと思っている

のですが、先日、ＬＧＢＴの関係で、弁護士の仲岡しゅんさんの講演会をお聞きする機会がありま

した。 

それで、私もちょっと考えが至っていなかったと、その指摘がそのとおりだなと思ったのですが、

制服を選ぶ段階で、ＬＧＢＴの生徒を対象に、スカートやズボンを選べるという発想がそもそも間

違っているということで仲岡さんはおっしゃったのです。 

そもそも大前提としてスカートやズボンを選べるのが当たり前なんだとご指摘いただきました。 

私もどちらかというとＬＧＢＴの方の配慮をしてスカート、ズボンを選ぶと思っていたので、そ

こは私自身も改めないといけないと思ったのです。 

それで、この制服問題の選択というときに、市の教育委員会として、ジェンダーの方というかＬ

ＧＢＴの生徒に対する支援というか、どのように考えているのか、まずお聞かせいただけますか。 



 

◎学校教育課参事 

制服に関しては、各学校のほうで、既に中学校ではスラックスも含めて全て選択できるというこ

とで、保護者にも生徒にも周知して、そのように対応していただいています。 

小学校では、私服のところと制服のところがあるのですが、制服のところは、先進的な学校では

長ズボンを標準服の中に設定して、それを選べるというふうにしている学校もありますし、まだそ

うなっていないところでも、長ズボンの着用を可としながら、男子の児童・生徒も、女子の児童・

生徒も、ＬＧＢＴＱの方も、全ての人がいずれかの自分たちが着たい制服を、標準服を選択できる

ように学校ではなっておりますし、市教育委員会としても、そのように考えております。 

 

 

《市営プール解体整備事業》 

◆南野敬介議員 

303ページの市営プール解体整備事業について質問させてもらいます。 

令和3年度予算で行う約 2,300万円をどのように使うのか、教えていただけますか。 

 

◎教育部参与兼スポーツ振興課長 

市営プール跡地整備工事につきましては、旧市営第 2プールを駐車場用地として整備します。駐

車場用地として整備した後は、東小学校の先生の駐車場として使う予定です。 

 

◆南野敬介議員 

旧市営第2プールだけで、そうしたら、あと残りのプールは解体とかはどうなるのですか。 

解体とか跡地利用でいうと、どうなりますか。 

 

◎教育部参与兼スポーツ振興課長 

旧市営第 3プールにつきましては、現在解体中で、3 月末までに解体工事が終わると。その後の

有効利用については、分譲も含めて検討しているところであります。 

旧市営第5プールにつきましては、解体が終了しております。その跡地につきましては、どうい

う利用ができるのか、当初駐車場ということも検討しておりましたが、再度見直しているところで

す。 

 

◆南野敬介議員 

 旧市営第4プールがまだ解体が終わっていないということで理解したらいいですか。 

 

◎教育部参与兼スポーツ振興課長 

旧市営第4プールにつきましては、橋本地区の整備の関係もありまして、現在のところ、そのま



ま置いておくということになっております。 

 

◆南野敬介議員 

 ありがとうございます。 

ということは、もう旧市営第 4プール以外は全て解体も終わっていて、要するに、跡地の決まっ

ている旧市営第2プールだけが東小学校の駐車場になるということで約2,300万円の予算計上をし

たと理解しておいたらよろしいですか。 

 

◎教育部参与兼スポーツ振興課長 

 そのとおりです。 

 


